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2019 ೧ౕ FG ਼学 IAIIB 【解౶】７講

４９A (1) ， (2) ，

【解๑】三角関਼の૮互関係cos sin2 2 1K + K = ，
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K
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cos
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1
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５０A (1) 0 (2) 1
【解๑】三角関਼のร換公式 ,90 180K° � ° � K

５１A (1) (2) (3)
【解๑】三角関਼の๏ఖ式

５２B (1) ， (2)

(3)

【解๑】三角関਼の૮互関係
５３B (1) (2) (3)
【解๑】三角関਼の๏ఖ式
５４B ๏針： をཤ༽，ร換公式へ。
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2019 ೧ౕ FG ਼学 IAIIB 【解౶】８講

５７A (1) CA ,3 R 1= = (2) BC ,7 S 10 3= =

【解๑】ਜ਼弦ఈཀྵ，༪弦ఈཀྵ，△の໚੷公式
５８A (1) ∠C＝90°の௜角三角形 (2) a b= の್౵ว三角形または∠C＝90°の௜角三角形
【解๑】三角形の形状決ఈ໲ୌ＝ਜ਼弦・༪弦ఈཀྵでวだけの式にする。
５９A (1) 2 x 8< < (2) ,2 x 4 34 x 8< < < <

【解๑】(1)三角形の੔ཱི条件  ਜ਼の਼ ,,a b cを三วに持つ三角形がଚ在 ⇔ b c a b c� < < +

    (2)鋭角・ಹ角の൓ఈ ＝ 三ฑ๏ あるいは ༪弦ఈཀྵからのྪ推
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【解๑】(1)ਜ਼弦からวのർ，༪弦から cos，૮互関係から sin，
(2)໚੷からวそのもの，ਜ਼弦から外ં円ൔ径
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【解๑】(1)໚੷ཤ༽ or ༪弦ఈཀྵ（計算ྖଡい），(2)T&E





入試問題にチャレンジ (8)

三角形 ABCにおいて，頂点 Aから直線 BCに下ろした垂線の長さは 1，頂点 Bから直線 CAに下ろした垂線

の長さは
√
2，頂点 Cから直線ABに下ろした垂線の長さは 2である．

このとき，三角形ABCの面積と，内接円の半径，および，外接円の半径を求めよ．

【解答】 (2010・千葉大学)

BC = a，CA = b，AB = c とすると，条件より，
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√

2 = c sinA． · · · ⑤
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さらに，三角形 ABCの外接円の半径を Rとし，正弦定理を用いると，
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コメント

問題は単純なのですが，条件式が多いために，整理整頓が苦手な生徒に
は難しく見えるものでしょうね。
逆に図形的な落とし所がない問題なので，式の組合せがうまくいった生

徒は満点をとれる問題です。差がつく問題の一例だと思います。




